
最近、科学館の展示場が明るくなったって感じないでしょう
か。実は、これまでハロゲンランプや水銀灯を使っていた照明

の多くを、LEDに交換したのです。これで、以前より明るくなったのに、使用電力
は少なくてすんでいます。みなさんの家でもそろそろLEDを使い始めているでし
ょうか？
ではそのLEDっていったい何なのでしょうか。LEDは、Light Emitting Diodeの
略で、日本語では発光ダイオードといいます。ダイオードは電気を一方向にしか
流さない電子部品なのですが、その電気が流れるときに光を出すものが発光ダ
イオード、つまりLEDなのです。電気を一方向にしか流さない電子部品として考え
ると、光を出すことはおまけみたいなものですが、電気のエネルギーを効率よく
光に変えてくれるので、電球の代わりとして使われるようになったのです。赤や黄
色、黄緑色のLEDは以前からあったので、スイッチが入っているかどうかを示すパ
イロットランプや、電光表示に使われていました。今でも駅の電光表示板などで、
黄緑と黄と赤で表示されているものは、このような色の
LEDを使っています。
ところが今から十数年前、緑～青色のLEDが実用化さ
れ、駅の電光表示板でも最近は青色の表示もできるもの
が増えてきました。大阪市立科学館のプラネタリウムホー
ルでは、ホールの周囲(ドーム天井の縁)の部分に赤・緑・
青のLEDが並んでいて、ドーム天井を照らしています。
ドーム天井に照明器具を取り付けたり、天井から照明器
具を吊るすわけにはいきませんので、このLEDがプラネ
タリウムホール全体の照明になっています。赤・緑・青の3
色は光の三原色なので、このLEDの3色照明を使うと、
ドーム天井を赤や緑や青色にするだけでなく、3色の明る
さをコントロールすることで、水色でもオレンジ色でも、
そしてもちろん白色にでもすることができるのです。

LED照明
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写真1 プラネタリウム
ホールの照明

写真2 青色の表示もできる電光表示板

LED
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このように、3色のLEDを合
わせて白色の照明にすること
もできるのですが、現在一般
に普及し始めたLED照明はち
ょっと違うのです。使われてい
るLEDは青色LEDだけで、そ
の青色LEDの上に黄色の蛍光
物質がかぶせてあります。蛍光
物質というと、紫外線をあてる
と光るというイメージが強いの
ですが、ここでは青色LEDの
出す青色の光をあてることで
赤～緑の光を出しています。も
ちろん写真4のように紫外線
をあてても、蛍光物質が光って
いるのがよくわかります。
では、電球型LEDのスペクト
ルを白熱電球や電球型の蛍光
灯と比べると、どう違うでしょう。一番上の白熱電球は、赤から青まで全ての光を
出しているので、のっぺりとしたスペクトルになっています。まん中の電球型蛍光
灯は、いくつかの色だけを出しているので、色違いの電球が並んでいるようなス
ペクトルになっています。一番下の電球型LEDは白熱電球のスペクトルに似てい
ますが、よく見ると緑と青の間がやや暗くなっているのがわかるでしょうか。これ
は、青色LEDが出している青色の光と、蛍光物質が出している赤～緑色の光で光
っているために、青と緑の間が抜けているからなのです。

写真5 上から白熱電球、電球型蛍光灯、電球型LEDのスペクトル
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写真3 電球型LEDの内部
（黄色いのが蛍光物質をかぶせたLED）

写真4 紫外線をあてると光る蛍光物質
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